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アイゴSiganus fuscescensは，太平洋側では千葉県以

南，日本海側では青森県以南に分布している（桑原ら，

2006）。本種の食性については，動物性餌料の重要性

が指摘（柴田ら，2010;野田ら，2011）されているが，

海藻や海草に対する過剰な摂食圧によるカジメ

Ecklonia caveやサガラメEisenia arborea等大型褐藻類

の磯焼け現象の発生・持続（長谷川ら，2003; 蒲原，

2 0 0 7）や有用ホンダワラ科海藻であるヒジキ

Sargassum fusiformeの生育不良現象（桐山ら，2005b），

播種や移植したアマモZostera marina密度の大幅な減

少（藤原，2013）が報告されている。京都府沿岸域で

はアイゴは主に定置網で6～12月に漁獲されているが，

漁獲されるアイゴの大きさや藻場への影響について調

査された事例がない。山口県沿岸の藻場では，成魚の

大型褐藻類の摂食（野田ら，2011）とともに、大型褐

藻類に対する嗜好性の違いによる特定種の選択的な摂

食が群落構造に強く影響することが示唆されており

（野田ら，2014），同じく対馬暖流域の影響下にある京

都府においても本種の藻場への直接的および間接的な

影響が懸念される。本研究では，若狭湾西部海域沿岸

の藻場において，アイゴによる海藻および海草の摂食

状況を調査するとともに，藻場に隣接した小型定置網

で漁獲された個体の大きさを調査した結果，秋季から

冬季に分布する小型の個体群による海藻および海草の

摂食が明らかとなったので報告する。

2011年9月13日と11月15日に，宮津市長江地先

（Fig.1）の藻場に汀線から沖向け200 ｍの調査ライン

（Fig.1）を設け，汀線より40 ｍ（水深2.5 ｍ），80 ｍ

（水深2.4 ｍ）および120 ｍ（水深5.1 ｍ） 地点の各点

で被度の高い3種類のホンダワラ科海藻3個体と160 ｍ

（水深7.1 ｍ）と200 m（水深8.5 ｍ） 地点でアマモ10

株について，アイゴ特有の規則正しい細かい鋸歯状の

摂食痕（桐山ら，2005a）の有無を調査した。汀線か

ら40～200 ｍの5地点をそれぞれA，B，C，D，E地点

とする。摂食痕の確認は，9月13日は水中で，ホンダ
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ワラ科海藻の主枝が伸張した11月15日には研究室に持

ち帰って実施し，調査個体数に対して摂食痕のある個

体数の割合を摂食率として計算した。9月13日には，

汀線から5ｍごとに水深，底質および調査ラインの両

側1 ｍの範囲に生育している大型海藻および海草の種

ごとに出現の有無を記録した。また，同地先に設置さ

れた目合10～11節（二脚長30～33 mm）の網を使用し

た小型定置網（Fig1）で漁獲されたアイゴのうち，

2011年7月20日に2個体，同月22日と8月7日に各1個体，

9月7日に31個体，10月26日と11月17日に各200個体，

12月7日に107個体，同月27日に44個体の計586個体の

尾叉長を計測した。調査海域の水温については，2011

年6月27日から12月31日まで，漁獲物調査を行った小

型定置網の水深5 ｍ層に自記式水温計（MDS-MkV，
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Fig. 1 Location of the study site. Open triangles indicate
seaweed and seagrass sampling sites.
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アレック電子（株）製）を設置し，1時間ごとに測定した

24時間分のデータを平均して日平均水温を計算した。

調査海域の底質と確認された大型海藻および海草の

出現状況を5 ｍごとにFig.2に示した。底質は汀線から

25 ｍまでと125～200 ｍは砂で，25～125 ｍが岩盤お

よび転石であった。植生は岩盤および転石域には，ホ

ンダワラ科海藻のジョロモクMyagropsis myagroides，

フシスジモクS.confusum，ホンダワラS.fulvellum，ノ

コギリモクS.macrocarpum，ヤツマタモクS.patens，マ

メタワラS.piluliferumおよびヨレモクS.siliquastrum

とカジメ科海藻のクロメEcklonia kuromeが，沖の

砂域にはアマモが確認された。

9月13日と11月15日の海藻および海草の種ごと

の摂食率をA～C地点とD，E地点でまとめTable1

に示した。ジョロモクは9月が100％で11月が

33％，フシスジモクは11月が67％，ヤツマタモ

クは9月が78％で11月が67％，ノコギリモクは9

月が100％で11月が67％，マメタワラは両月とも

100％，ヨレモクは9月が67％で11月が0％，アマ

モは9月が90％で11月が100％であった。摂食率

はホンダワラ科海藻でも種や月により異なり，

アマモでは両月とも高かった。小型定置網で漁

獲されたアイゴの尾叉長組成をFig.3に示した。

各調査日の平均尾叉長と標準偏差は，7月20日か

ら8月7日が214±19 mm，9月7日が88±9 mm，10

月6日が97±12 mm，11月17日が141±21 mm，12

月7日が133±20 mm，12月27日が111±20 mmであっ

た。尾叉長200 mm前後の大型個体は7月下旬から8月

上旬のみ出現し，その後は尾叉長110 mmおよび150

mm前後にモードをもつ小型個体が出現した。調査海

域の水温は，8月中旬から9月上旬まで28℃で推移した

が，その後緩やかに低下し，12月7日には17.4℃とな

り，アイゴが摂食行動をとらなくなるとされる17.5℃

以下（木村，1994）となった（Fig.4）。アイゴの摂食

状況を調査した9月13日と11月15日の日平均水温は

Fig. 2 Depth profile with change the bottom substratum and seaweed and seagrass vegetation. Open triangles represent the sam-
pling sites shown in Fig.1. Each open circle represents a visually recognized species within 5m.
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26.4℃と20.1℃であった（Fig.4）。

多種類のホンダワラ科海藻が混生するガラモ場で

は，アイゴにとって相対的に嗜好性の低いホンダワラ，

イソモクS.hemiphylluum，トゲモクS.micracanthum，ヨ

レモク，ノコギリモクより，嗜好性の高いジョロモク，

ヤツマタモク，マメタワラが選択的に採餌される（野

田ら，2011, 2012）。9月の調査では，嗜好性の高いジ

ョロモク，マメタワラ，ヤツマタモクの摂食率は78～

100％であったが，嗜好性の低いヨレモク，ノコギリ

モクも67～100％であった（Table1）。また，11月の調

査では，嗜好性の低い2種の摂食率は0～67％，マメタ

ワラを除く嗜好性の高い2種も33～67％であり，両者

で大きな差は認められなかった（Table1）。調査した

種の中で、摂食率が両月とも他種より高かったのはマ

メタワラ，低かったのはヨレモクのみであり，アイゴ

の嗜好性が不明であるフシスジモク除く他3種につい

ては，嗜好性と摂食率に明確な関係がみられなかった。

アマモの摂食については，瀬戸内海（寺脇ら，2002；

藤原，2013）の事例のほか，日本沿岸各地で確認され

ているが，今回の調査で京都府沿岸でも嗜好性の高い

ホンダワラ科海藻と同程度摂食されることが確認され

た。

アイゴによる摂食が確認された9月および11月に，

藻場に隣接する小型定置網には小型個体のみが出現し

たことから，調査海域の摂食現象は，これらの小型個

体群によりもたらされると推察された。日本各地の海

藻および海草の摂食の主要因となるアイゴの大きさは

地域によって異なり，静岡県西駿河湾（小泉ら，2002）

では尾叉長20 cm以上の個体が，愛知県三河湾（蒲原

ら，2007）では尾叉長20cm以上の個体が分布するも

のの，量的に多い尾叉長20cm未満の個体が主体であ

る。今回の調査結果では，愛知県三河湾の事例と同様

の傾向にあるが，調査期間中にアイゴの摂食による海

藻および海草の大幅な密度の減少や生長の抑制等の現

象は確認されなかった。しかし，アイゴの出現量は主

に水温によるものと考えられる年変動が大きい（蒲原

ら，2007）ことから，今後京都府沿岸域においても卓

越年級群の出現や，尾叉長200 mm前後の大型個体が

秋季から冬季まで残留するような状況が生じた場合，

藻場に多大な影響を与える可能性がある。藻場がアイ

ゴの嗜好性の高い種のみで構成されている場合や密度

が低い状況にある場合は，更に影響が大きくなると推

察される。藻場への影響を軽減するためには，網等を

使用した物理的な食害防御（増田ら，2007）や群落配

Fig. 3 Seasonal changes in fork length (FL) composition of
herbivorous fish Siganus fuscescens caught by set net.

Fig. 4 Changes in water temperature at a depth of 5 m in
Nagae from July 2011 to January 2012.
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置の工夫（服部ら，2014）による直接、間接的な有用

海藻の摂食軽減やアイゴそのものが忌避する条件（山

内ら，2006）等を複合的に利用する等の対策が必要と

なるであろう。 また，ガラモ場へのアイゴによる摂

食現象の早期発見のために，定期的なモニタリングの

他，アマモの葉には弧状の摂食痕や切断痕（中山ら，

2005）が形成されることから，ガラモ場とアマモ場が

連続している藻場では，切断されたアマモの漂流、漂

着状況を指標とすることも有効と考えられる。
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